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国
際
会
計

次
期
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
に
メ
ア

リ
ー
・
ジ
ョ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
氏
を

指
名

会
　
計

い
わ
ゆ
る
日
本
版
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
、
ス

キ
ー
ム
別
に
検
討
が
進
む

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、
実
務
対
応
専
門
委

去
る
２
０
１
３
年
１
月
31
日
、
企

業
会
計
基
準
委
員
会
は
、
第
40
回
実

務
対
応
専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
も
引
き
続
き
、
従
業
員
持
株

会
型
、
退
職
時
給
付
型
、
在
職
時
給

付
型（
本
誌
２
０
１
３
年
２
月
１
日

号（
№
１
３
３
７
）情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ

参
照
）の
ス
キ
ー
ム
別
で
会
計
処
理

の
検
討
が
な
さ
れ
た
。

主
な
検
討
事
項
は
次
の
と
お
り
。

従
業
員
持
株
会
型
の
会
計
処
理

自
己
株
式
処
分
差
額
の
認
識
時
点

に
つ
い
て
、
企
業
か
ら
信
託
へ
の
処

分
時
に
認
識
す
る
案（
案
１
）と
、
信

託
か
ら
持
株
会
へ
の
株
式
売
却
時
に

認
識
す
る
案（
案
２
）が
事
務
局
よ
り

提
案
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
こ
れ
ら
の
案
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
分
析
が
行
わ
れ

た
。

（
案
１
）　
企
業
か
ら
信
託
へ
の
処
分

時
に
自
己
株
式
処
分
差
額
を
認
識

メ
リ
ッ
ト

・
信
託
が
企
業
と
は
別
個
の
存
在
と
会

社
法
上
と
ら
え
ら
れ
た
場
合
、
自
己

株
式
処
分
差
額
の
金
額
が
会
社
法
上

の
計
算
と
一
致
す
る
。

・
自
己
株
式
処
分
差
額
の
認
識
時
点
が
、

企
業
会
計
基
準
１
号
、
同
適
用
指
針

２
号
、
会
社
法
計
算
規
則
の
定
め
と

一
致
す
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト

・
総
額
法
に
よ
り
信
託
の
資
産
、
負
債

を
決
算
時
に
取
り
込
む
処
理
と
の
関

係
を
説
明
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

・
企
業
か
ら
信
託
に
自
己
株
式
を
処
分

し
た
と
き
に
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
し
た
自

己
株
式
を
企
業
の
資
本
か
ら
控
除
す

る
処
理
が
わ
か
り
づ
ら
い
。

（
案
２
）　
信
託
か
ら
持
株
会
へ
の
株

式
売
却
時
に
自
己
株
式
処
分
差
額

を
認
識

メ
リ
ッ
ト

・
企
業
と
信
託
と
の
間
の
取
引
は
内
部

取
引
と
し
て
消
去
さ
れ
る
た
め
、
総

額
法
で
決
算
時
に
取
り
込
む
処
理
と

な
じ
み
や
す
い
。

デ
メ
リ
ッ
ト

・
信
託
か
ら
従
業
員
持
株
会
に
自
社
株

式
が
譲
渡
さ
れ
た
と
き
の
信
託
に
お

け
る
売
却
損
益
は
、
契
約
上
、
従
業

員
に
帰
属
す
る
が
、
信
託
の
資
産
、

負
債
を
決
算
時
に
取
り
込
み
自
己
株

式
の
精
算
処
理
だ
け
行
う
場
合
に

は
、
会
計
処
理
上
、
従
業
員
に
帰
属

し
な
い
こ
と
に
な
る
。

・
自
己
株
式
処
分
差
額
の
認
識
時
点
が
、

企
業
会
計
基
準
１
号
、
同
適
用
指
針

２
号
の
定
め
と
整
合
し
な
い
可
能
性

が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
各
専
門
委
員
か

ら
は
、「
信
託
の
配
当
に
関
し
て
は
、

案
２
の
場
合
で
も
配
当
金
を
消
去
し

な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」、

「
一
貫
し
た
論
理
が
と
お
っ
て
、
実

態
に
即
し
て
い
る
の
は
案
２
」な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

退
職
時
給
付
型
・
在
職
時
給
付
型

の
会
計
処
理

案
１
を
前
提
に
、
ど
の
時
点
の
株

価
を
基
礎
と
す
る
か
に
つ
い
て
、
３

つ
の
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

案
ａ
：
株
式
給
付
の
規
程
設
定
時

案
ｂ
：
ポ
イ
ン
ト
付
与
時

案
ｃ
：
ポ
イ
ン
ト
付
与
時
の
株
価
を
基

礎
と
す
る
が
、
給
付
確
定
ま
で
毎
期

洗
替
え

し
か
し
、
退
職
時
給
付
型
と
在
職

時
給
付
型
で
は
、
追
加
信
託
の
生
じ

る
可
能
性
の
程
度
や
ス
ト
ッ
ク
・
オ

プ
シ
ョ
ン
と
の
類
似
性
な
ど
で
違
い

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ａ
～

ｃ
の
う
ち
、
ど
の
案
に
基
づ
き
会
計

処
理
を
行
う
か
、
ス
キ
ー
ム
を
何
ら

か
の
基
準
で
切
り
分
け
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
事
務
局
か
ら
は
こ
の
切

り
分
け
方
に
つ
い
て
、
次
の
３
つ
が

示
さ
れ
た
。

①　
退
職
時
給
付
型
と
在
職
時
給
付
型

②　
契
約
期
間
の
長
短

③　
追
加
信
託（
追
加
負
担
）の
可
能
性

こ
の
う
ち
、
①
は
、
両
者
の
性
質

を
含
む「
型
」が
存
在
す
る
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
定
義
づ
け
る
の
が
難
し

く
、
②
は
、
一
定
の
年
数
を
示
す
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
③
で
切
り
分
け

去
る
１
月
24
日
、
米
国
の
オ
バ
マ

大
統
領
が
、
米
国
証
券
取
引
委
員
会

（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）の
次
期
委
員
長
に
メ
ア

リ
ー
・
ジ
ョ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
氏
を
指

名
し
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
で
は
昨
年
12
月
に

シ
ャ
ピ
ロ
委
員
長
が
退
任
し
た
こ
と

か
ら
、
現
在
ウ
ォ
ル
タ
ー
氏
が
暫
定

的
に
委
員
長
を
務
め
て
い
る
。
次
期

委
員
長
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
米
連
邦

検
事
を
10
年
務
め
、
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
犯
罪
者
や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン

グ
の
起
訴
に
尽
力
し
た
。

オ
バ
マ
大
統
領
は
、
こ
れ
ま
で
投

資
家
保
護
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
金

融
制
度
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
法
律

の
変
更
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、

法
の
秩
序
を
守
る
警
官
が
必
要
で
あ

る
と
指
名
の
理
由
を
述
べ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ホ
ワ
イ
ト
氏
は
指
名

時
の
挨
拶
で
、
会
場
に
い
た
彼
女

の
夫
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
て
い
る
。
次
期
委
員
長
の
夫
は

ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ホ
ワ
イ
ト
氏
で
、
過

去
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
企
業
財
務
局
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
に
就
任
し
て
い
た
。
彼
の
就
任

中
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
外
国
企
業
に
対
し

て
米
国
基
準
へ
の
調
整
表
な
し
で
の

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
務
諸
表
の
採
用
を
認
め

（
２
０
０
７
年
11
月
）、
ま
た
米
国

企
業
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
に
関
す
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
案
を
公
表
し
て
い
る

（
２
０
０
８
年
11
月
）。

た
ら
ど
う
か
と
の
提
案
が
事
務
局
か

ら
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
専
門
委
員
か
ら

は「
③
の
追
加
信
託
の
可
能
性
の
程

度
が
人
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
」、「
ス

キ
ー
ム
自
体
が
ま
だ
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
か
不
明
瞭
」な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

次
回
は
３
月
開
催
予
定
。
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統計
日
本
の
貿
易
赤
字
、
２
０
１
２
年
は

６・９
兆
円
と
過
去
最
大

日
本
の
貿
易
赤
字
は
、
２
０
１
２
年
の

貿
易
統
計
に
よ
る
と
、６
兆
９
、２
７
３
億

円
と
第
２
次
石
油
危
機
時
の
１
９
８
０
年

を
上
回
り
、
過
去
最
大
に
な
っ
た
。
中

国
や
欧
州（
Ｅ
Ｕ
）へ
の
輸
出
が
落
ち
込

み
、
原
発
停
止
や
燃
料
費
の
高
止
ま
り

に
よ
る
輸
入
増
が
響
い
た
。
円
高
に
よ
る

産
業
の
空
洞
化
も
進
ん
で
お
り
、
貿
易

赤
字
が
慢
性
化
す
る
恐
れ
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

貿
易
収
支
は
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ

た
２
０
１
１
年
に
２
兆
５
、６
４
７
億
円

と
31
年
ぶ
り
に
赤
字
に
転
落
し
た
。
12

年
の
赤
字
額
は
こ
の
11
年
を
大
幅
に
上

回
っ
た
。
貿
易
収
支
は
輸
出
か
ら
輸
入

を
差
し
引
い
た
も
の
で
、
比
較
可
能
な

統
計
の
あ
る
１
９
２
０
年
以
降
で
貿
易

赤
字
は
今
回
が
４
度
目
と
な
る
。
過

去
最
大
と
な
っ
た
赤
字
の
原
因
は
、
輸

出
が
63
兆
７
、４
４
６
億
円
と
前
年
比

２・７
％
減
少
し
、
輸
入
も
３・８
％
増
の

70
兆
６
、７
２
０
億
円
に
膨
ら
ん
だ
こ
と

だ
。特

に
12
年
は
中
国
経
済
の
減
速
だ
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
。
中
国
向
け
輸
出

は
10
・
８
％
減
の
11
兆
５
、１
１
４
億
円

と
２
年
連
続
で
落
ち
込
ん
だ
。
原
動

機
や
鉄
鋼
が
減
少
し
た
ほ
か
、
尖
閣
列

島
の
国
有
化
を
め
ぐ
る
日
中
摩
擦
の
影

響
で
自
動
車
も
減
少
し
た
。
債
務
危

機
に
揺
れ
る
Ｅ
Ｕ
向
け
は
14
・
７
％
減

の
６
兆
５
、０
０
２
億
円
と
３
年
ぶ
り
に

減
少
し
た
。
こ
れ
に
対
し
緩
や
か
に
景

気
が
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
米
国
向
け
は

自
動
車
な
ど
を
中
心
に
11
・
７
％
増
の

11
兆
１
、８
４
７
億
円
と
２
年
ぶ
り
に
増

え
た
。輸
出
に
占
め
る
米
国
の
割
合
は
２・

３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
17
・
５
％
と
な
り
、

首
位
の
中
国（
18
・
１
％
）に
迫
っ
た
。
東

南
ア
ジ
ア
向
け
も
好
調
で
、
シ
ェア
は
１
・

３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
16・２
％
と
な
っ
た
。

輸
出
が
減
少
す
る
一
方
、
輸
入
は
増

加
し
た
。
輸
入
総
額
は
３・８
％
増
の

70
兆
６
、７
２
０
億
円
と
な
っ
た
。
震
災

後
の
原
発
停
止
で
火
力
発
電
の
需
要
が

高
ま
り
、
燃
料
の
液
化
天
然
ガ
ス（
Ｌ

Ｎ
Ｇ
）の
輸
入
が
６
兆
円
超
と
25
・
４
％

も
大
幅
に
増
加
し
、
２
年
連
続
で
過
去

最
高
を
更
新
し
た
。
中
国
か
ら
の
輸

入
は
携
帯
電
話
を
中
心
に
２・７
％
増

の
15
兆
３
２
７
億
円
と
３
年
連
続
で
増

え
た
。
こ
の
結
果
、
対
中
貿
易
赤
字
は

３
兆
５
、２
１
２
億
円
と
11
年
ぶ
り
に
過

去
最
大
と
な
っ
た
。

日
本
の
場
合
、
海
外
か
ら
の
配
当
な

ど
か
ら
な
る
所
得
収
支
の
黒
字
が
年
間

10
兆
円
超
に
上
る
。
こ
の
た
め
貿
易
赤

字
が
す
ぐ
に
経
常
収
支
の
赤
字
に
つ
な
が

る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
昨
年
の
貿
易
赤

字
は
前
年
に
比
べ
２・７
倍
に
膨
ら
ん
だ
こ

と
か
ら
、
12
年
の
経
常
黒
字
は
大
幅
に

圧
縮
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
。
一方
、
こ

の
と
こ
ろ
金
融
市
場
で
は
円
安
傾
向
が

強
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
米
国
や
中
国
で
景

気
改
善
の
兆
し
も
見
え
る
。
輸
出
環
境

は
好
転
し
つつ
あ
る
が
、
日
本
企
業
は
生

産
の
拠
点
を
海
外
に
移
し
て
き
て
い
る
。

長
期
的
に
産
業
空
洞
化
と
い
う
構
造
問

題
を
抱
え
て
い
る
だ
け
に
、
貿
易
赤
字

が
長
期
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
仮
に
経

常
収
支
が
赤
字
に
転
じ
る
と
、
大
量
発

行
が
続
く
国
債
を
消
化
す
る
た
め
に
は

海
外
か
ら
の
資
金
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。
そ
の
場
合
、
景
気
回
復

を
伴
わ
な
い「
悪
い
」金
利
上
昇
が
起
こ

る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

１
月
の
月
例
経
済
報
告
、

〝
一
部
に
下
げ
止
ま
り
の
兆
し
〟

こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
た
１
月
の
月
例
経

済
報
告
に
よ
る
と
、
景
気
に
対
す
る
足

元
の
総
括
判
断
は
前
月
ま
で
の「
弱
い
動

き
」に
、「
一部
に
下
げ
止
ま
り
の
兆
し
」と

の
表
現
を
加
え
、
８
カ
月
ぶ
り
に
上
方

修
正
し
た
。
自
動
車
を
中
心
に
増
産
を

計
画
し
て
い
る
企
業
が
出
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
昨
年
末
か
ら
の
円
安
・
株
高
を

受
け
、
業
況
判
断
も
明
る
く
な
っ
て
き
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

個
別
項
目
の
判
断
を
見
る
と
、
生
産

で
は「
下
げ
止
ま
り
の
兆
し
が
見
え
る
」

と
し
て
２
カ
月
連
続
で
引
き
上
げ
た
。

個
人
消
費
は「
底
堅
い
動
き
」と
し
て
前

月
ま
で
の「
横
ば
い
」か
ら
引
き
上
げ
た
。

企
業
の
業
況
判
断
で
は「
慎
重
さ
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
一
部
に
改
善
の
兆
し
も
み

ら
れ
る
」と
上
方
修
正
し
た
。
昨
年
春
か

ら
景
気
後
退
期
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
日
本

経
済
は
昨
年
末
ま
で
に
底
入
れ
し
た
と

の
見
方
が
広
が
っ
て
お
り
、
戦
後
２
番
目

に
短
い「
ミ
ニ
後
退
」局
面
だ
っ
た
可
能
性

も
出
て
き
た
。

（図表）　貿易収支

2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10
11 2012（年）

-8
-6
-4
-2
0
2
4
6
8
10
12

（出所）　財務省

（単位：千億円）

国
際
会
計

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
教
材
を
公
表
─
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｆ

国
際
会
計

資
産
・
負
債
の
相
殺
に
関
す
る
開

示
の
範
囲
を
明
確
化
─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ

去
る
１
月
30
日
、
国
際
会
計
基
準

審
議
会（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）の
運
営
母
体
で

あ
る
国
際
財
務
報
告
基
準
財
団（
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ｆ
）は
、
教
育
的
な
活
動
の

一
環
と
し
て
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

基
礎
と
し
た
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
教
材
を
公
表

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
教

育
者
が
利
用
す
る
た
め
の
教
材
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
教
育
を
受
け
る

者
が
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
利
用
す
る
際
に
必

要
な
見
積
り
や
判
断
を
行
使
す
る
能

力
の
向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

る
。今

回
は
、最
初
の
公
表
物
と
し
て
、

有
形
固
定
資
産
等
の
非
金
融
資
産
に

関
す
る
教
材
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

ス
テ
ー
ジ
１
：
有
形
固
定
資
産

ス
テ
ー
ジ
２
：
有
形
固
定
資
産
お
よ
び

そ
の
他
の
非
金
融
資
産

ス
テ
ー
ジ
３
：
非
金
融
資
産
の
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ

ス
テ
ー
ジ
１
で
は
、
基
準
書
の
概

要
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
解

を
促
す
た
め
の
簡
単
な
設
例
と
仕
訳

も
含
ま
れ
て
い
る
。ス
テ
ー
ジ
２
は
、

35
の
設
例
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
よ

り
具
体
的
な
論
点
に
取
り
組
む
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
ス
テ
ー
ジ
３
は
、

広
範
に
わ
た
る
前
提
が
設
定
さ
れ
た

う
え
で
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
教
材
は
、
会
計
の
初
心

者
を
念
頭
に
お
い
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
済
事
象
の
な
か
か
ら
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
に
基
づ
い
て
会
計
処
理
す
る
べ

き
取
引
や
事
象
を
識
別
す
る
た
め
に

必
要
な
判
断
の
養
成
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
負
債
、
企
業
結
合
お
よ
び

連
結
に
つ
い
て
も
同
様
の
教
材
が
作

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
次

の
教
材
は
、
２
０
１
３
年
下
半
期
に

公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

去
る
１
月
31
日
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
会

計
基
準
ア
ッ
プ
デ
ー
ト（
Ａ
Ｓ
Ｕ
）

２
０
１
３
―
01「
財
政
状
態
計
算
書

（
ト
ピ
ッ
ク
210
）
―
資
産
と
負
債
の

相
殺
に
関
す
る
開
示
の
範
囲
の
明
確

化
」を
公
表
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｕ
２
０
１
１
―
11
公
表
の
経
緯

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、
２
０
１
１
年
12
月
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証
　
券

大
証
と
の
現
物
市
場
統
合
に
伴
う

関
連
諸
制
度
の
整
備
案
、
公
表
─
東
証

に
Ａ
Ｓ
Ｕ
２
０
１
１
―
11「
財
政
状

態
計
算
書（
ト
ピ
ッ
ク
210
）
―
資
産

と
負
債
の
相
殺
に
関
す
る
開
示
」を

公
表
し
た
が
、
こ
れ
は
、
金
融
商
品
の

相
殺
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
と
Ｆ
Ａ
Ｓ

Ｂ
が
論
議
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

米
国
基
準
は
債
務
不
履
行
ま
た
は

破
産
の
場
合
に
の
み
強
制
力
の
あ
る
マ

ス
タ
ー
・
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
契
約
に
つ
い

て
も
相
殺
を
認
め
る
が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

は
そ
の
相
殺
を
禁
止
し
て
い
る
点
が

大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
最
終
的
に

は
、
違
い
を
解
消
す
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
米
国
基
準
と

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
双
方
が
同
様
の
開
示
を
要

求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
違
い
の
把
握

を
可
能
に
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。

適
用
範
囲
の
改
正
規
定

今
回
の
Ａ
Ｓ
Ｕ
２
０
１
３
―
01

は
、
こ
の
開
示
が
要
求
さ
れ
る
金
融

商
品
の
範
囲
が
明
確
で
な
い
と
の
指

摘
を
受
け
た
も
の
で
、
適
用
さ
れ
る

金
融
商
品
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
変

更
し
た（
傍
線
が
追
加
部
分
）。

⒜　
相
殺
さ
れ
た
、
ト
ピ
ッ
ク
815「
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
と
ヘ
ッ
ジ
」に
従
っ
て

会
計
処
理
さ
れ
た
認
識
さ
れ
て
い
る

金
融
商
品
と
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ（
区
分

処
理
さ
れ
た
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
、
再
購

入
契
約
、
逆
再
購
入
契
約
、
証
券
貸

付
、
証
券
貸
借
取
引
を
含
む
）

⒝　
相
殺
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
強
制
力
の
あ
る
マ
ス
タ
ー
・

ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
契
約
ま
た
は
類
似
の

契
約
の
対
象
と
な
る
、
ト
ピ
ッ
ク
815

「
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
と
ヘ
ッ
ジ
」に
従
っ

て
会
計
処
理
さ
れ
た
認
識
さ
れ
て
い

る
金
融
商
品
と
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ（
区

分
処
理
さ
れ
た
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
、
再

購
入
契
約
、
逆
再
購
入
契
約
、
証
券

貸
付
、
証
券
貸
借
取
引
を
含
む
）

こ
れ
に
よ
り
、
開
示
対
象
の
金
融

商
品
の
範
囲
は
か
な
り
減
少
す
る
と

思
わ
れ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｕ
２
０
１
３
―
01
は

２
０
１
３
年
１
月
１
日
以
降
開
始
年

度
お
よ
び
そ
の
年
度
に
含
ま
れ
る
期

中
会
計
期
間
に
適
用
さ
れ
、
表
示
さ

れ
る
比
較
年
度
へ
の
遡
及
適
用
が
要

求
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
適
用
日
は

Ａ
Ｓ
Ｕ
２
０
１
１
―
11
と
同
じ
で
あ

る
。

去
る
１
月
30
日
、
㈱
東
京
証
券
取

引
所
は
、「
大
阪
証
券
取
引
所
と
の
現

物
市
場
の
統
合
に
伴
う
関
連
諸
制
度
の

整
備
に
つ
い
て
」を
公
表
し
、パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
に
付
し
た
。

こ
れ
は
、
㈱
東
京
証
券
取
引
所
グ

ル
ー
プ
と
㈱
大
阪
証
券
取
引
所
が
経

営
統
合
し
た
日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ

の
発
足
に
よ
り
、
７
月
に
現
物
市
場

を
東
証
に
集
約
し
、
２
０
１
４
年
１
月

に
も
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ（
金
融
派
生
商
品
）

市
場
を
大
証
に
統
合
し
て
、
棲
み
分

け
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
。

現
物
市
場
の
東
証
へ
の
統
合
・
集

約
に
伴
っ
て
、
調
整
・
整
備
す
べ

き
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
物
市
場
の
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
、
し
く
み
の
う
ち
、

「
東
証
と
大
証
と
で
異
な
っ
て
い
る

も
の
」、「
大
証
に
あ
っ
て
東
証
に
な

い
も
の
」を
統
合
後
に
ど
う
扱
う
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
①
上

場
制
度
、
②
取
引
参
加
者
制
度
の
整

備
に
つ
い
て
、
③
売
買
制
度
の
整
備

に
つ
い
て
、
の
３
つ
の
領
域
を
検
討

し
、
方
向
性
を
示
し
た
。

上
場
制
度

ま
ず
、
上
場
制
度
だ
が
、
本
則
市

場
は
現
在
、
東
証
、
大
証
と
も
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
り
、
細
か
な
違
い
は
す
べ

て
東
証
基
準
に
統
一
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
証
単
独
上

場
会
社
は
す
べ
て
東
証
上
場
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
市
場

は
現
在
、
大
証
に
あ
っ
て
東
証
に
は

な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
東
証
に
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
市
場
を
新
設
し
、
大
証

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
銘
柄
は
東
証
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
な

る（
大
証
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
市
場
は
廃

止
さ
れ
る
）。
ま
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ

の
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
は
大
証
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｄ
Ａ
Ｑ
の
も
の
が
東
証
の
新
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｄ
Ａ
Ｑ
に
す
べ
て
適
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
現
在
、
大
証
の
み
に
あ
る

カ
ン
ト
リ
ー
フ
ァ
ン
ド
市
場
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
フ
ァ
ン
ド
市
場
は
東
証
に
新

設
さ
れ
る
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ァ
ン
ド
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ァ
ン
ド
の
市
場
に
シ

フ
ト
す
る
。

取
引
参
加
者
制
度

取
引
参
加
者
制
度
と
は
、
大
証
で

の
現
物
取
引
資
格
し
か
も
た
な
い
参

加
者
を
統
合
後
、
ど
う
す
る
か
、
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
統
合
日
に
自
動
的
に
東
証
の
取

引
資
格
が
付
与
さ
れ
る
。

売
買
制
度

売
買
制
度
の
整
備
の
ポ
イ
ン
ト
は

大
証
単
独
上
場
の
制
度
信
用
銘
柄
、

貸
借
銘
柄
の
扱
い
で
あ
る
。
こ
れ
は

統
合
日
に
東
証
の
制
度
信
用
銘
柄
、

貸
借
銘
柄
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

実
施
時
期
等

こ
う
し
た
措
置
の
実
施
日
は

２
０
１
３
年
７
月
16
日
の
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
本
則
市
場
の
大
証
単
独
上
場

銘
柄
に
対
す
る
上
場
廃
止
基
準
の
適
用

に
関
し
て
は
、
３
年
間
の
経
過
措
置
を

設
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト
提
出
の
締
切
は
、
３
月

１
日
。

株式併合・分割が行われた場合の１株情報

当期に株式併合または株式分割（発行済株式数のみ変化する
場合であり、同一種類の株式が交付される株式無償割当て等、
株式分割と同様の効果を有する場合の事象等の他、時価より低
い払込金額にて株主への割当てが行われた場合に含まれる株式
分割相当部分を含む）が行われた場合、１株当たり当期純利益
の算定上、普通株式の期中平均株式数は、表示する財務諸表
のうち、最も古い期間の期首に当該株式併合または株式分割が
行われたものと仮定する。
株式併合または株式分割は期末に行われても既存の普通株

主に一律に影響するものであるため、普通株主に関する企業の
成果を示すためには、表示する財務諸表のうち最も古い期間の
期首に行われたと仮定することが適当であり、当該事象の影響
が株価とともに１株当たり当期純利益に反映されることで株価収
益率（株価を１株当たり当期純利益で除した率）が適切に算定さ
れることになる。
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金
　
融

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
警
鐘
と
な
る

日
本
国
債

証
　
券

期
末
へ
の
株
価
の
波
動
に
注
目

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2013年
1月29日

監査基準委員会報告書900「監査人の交
代」の改正について（公開草案） JICPA

前任監査人と監査人予定者および監査人間で引き継ぐ「重要な事
項」を、新起草方針に基づく監査基準委員会報告書において監査役
等にコミュニケーションを行うことが求められている項目に関連
づけて整理したもの。コメント期限は2013年2月28日まで。

―

2013年
2月1日

監査・保証実務委員会研究報告
「年金資産に対する監査手続に関する研
究報告」（公開草案）

JICPA

改正退職給付会計基準等により2013年４月１日以後開始する事
業年度の年度末から年金資産の内訳開示が求められることになっ
たこと、および年金資産の消失事案等を受けて検討を行ってきた、
年金資産に対してより確かな心証を得るための監査手続等につい
てまとめたもの。コメント期限は2013年２月21日まで。

―

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
す
る
市
場
の

思
惑
が
、
自
民
党
の
総
裁
選
挙
後
か

ら
市
場
金
利
の
動
向
を
左
右
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
安
倍
政
権
の
金

融
緩
和
策
か
ら
足
元
金
利
の
低
下
傾

向
が
顕
著
に
な
る
一
方
で
、
長
い
年

限
ほ
ど
国
債
相
場
が
軟
調
で
超
長
期

国
債
の
利
回
り
が
上
昇
、
イ
ー
ル
ド

カ
ー
ブ
の
ス
テ
ィ
ー
プ
化
が
顕
著
に

な
っ
て
い
る
。

昨
年
１
年
間
の
動
き
を
見
る
と
、
新

発
債
で
５
年
物
が
年
初
の
０・３
３
％

か
ら
今
年
１
月
の
０・１
５
％
ま
で
ほ

ぼ
一
貫
し
て
低
下
傾
向
だ
っ
た
が
、

自
民
党
総
裁
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
昨

年
９
月
以
降
今
年
１
月
ま
で
、
20
年

物
が
１
・
６
７
％
か
ら
１
・
７
５
％
、

30
年
物
が
１
・
９
０
％
か
ら
１
・

９
９
％
と
、
お
お
む
ね
一
貫
し
て
上

昇
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
９
月
以
降
の
金
利
上
昇
が
超

長
期
ゾ
ー
ン
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
は
日
銀
の
金
融
政
策
や
期

待
イ
ン
フ
レ
率
な
ど
に
起
因
す
る
の

で
は
な
く
、
長
い
年
限
の
国
債
市
場

に
お
け
る
需
給
や
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア

ム
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
１
月
29
日
に
財
務
省
よ

り
発
表
さ
れ
た
２
０
１
３
年
度
の

国
債
発
行
計
画
に
よ
れ
ば
、
新
規

国
債
発
行
額
が
42
兆
８
、５
１
０
億

円
で
前
年
当
初
予
算
比
・
約

１
兆
４
、０
０
０
億
円
減
、
発
行
総

額
で
も
１
７
０
兆
５
、４
５
２
億
円

で
同
３
兆
７
、０
０
０
億
円
減
と
な

る
。
年
限
別
で
は
、
超
長
期
ゾ
ー
ン

に
関
し
て
は
30
年
債
が
１
・
２
兆
円

増
発
に
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
市

場
予
想
を
大
き
く
外
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
総
じ
て
今
回
発
表
さ
れ
た
国

債
発
行
計
画
に
つ
い
て
市
場
に
対
す

る
イ
ン
パ
ク
ト
は
限
定
的
だ
。
し
た

が
っ
て
、
今
回
の
超
長
期
ゾ
ー
ン
の

金
利
上
昇
は
、
需
給
要
因
よ
り
期
待

イ
ン
フ
レ
率
の
上
昇
な
い
し
は
リ
ス

ク
プ
レ
ミ
ア
ム
要
因
が
想
定
さ
れ

る
。
安
倍
政
権
下
で
の
日
銀
の
金
融

緩
和
策
は
、
現
時
点
で
実
弾
に
よ
る

イ
ン
パ
ク
ト
は
極
め
て
限
定
的
だ
。

し
か
し
、
自
民
党
の
総
裁
選
挙
以

降
、
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
日
銀

に
よ
る
国
債
直
接
引
受
け
が
よ
り
具

体
性
を
帯
び
て
き
て
い
る
た
め
、
国

債
市
場
で
は
イ
ン
フ
レ
リ
ス
ク
や
財

政
破
た
ん
リ
ス
ク
が
、
年
限
の
長
い

方
か
ら
織
り
込
ま
れ
始
め
て
い
る
と

言
え
る
。
ま
だ
日
銀
に
対
す
る
信
認

が
崩
れ
て
い
な
い
た
め
、
中
短
期

ゾ
ー
ン
に
お
け
る
影
響
は
現
時
点
で

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
超
長

期
ゾ
ー
ン
の
動
き
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

へ
の
警
鐘
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

１
月
下
旬
に
国
会
が
始
ま
り
、
安

倍
政
権
が
本
格
的
に
動
き
出
し
た
。

何
と
も
調
子
が
い
い
。
首
相
自
ら
前

回
の
挫
折
を
引
き
合
い
に
出
し
、
そ

の
経
験
を
糧
に
し
て
い
る
こ
と
を
明

言
し
て
い
る
。
そ
れ
が
好
調
の
原
因

と
い
え
る
よ
う
だ
。

株
価
上
昇
、
円
安
進
行
は
ス
ピ
ー

ド
違
反
と
い
い
た
く
な
る
ほ
ど
の

ペ
ー
ス
で
あ
る
。
当
然
、
ス
ピ
ー
ド

調
整
の
時
期
が
や
っ
て
こ
よ
う
が
、

そ
の
時
期
が
２
月
と
な
っ
て
も
驚
か

な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
上
昇

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ
は
何
な
の
か
。

長
引
く
株
価
低
迷
に
イ
ラ
立
ち
な
が

ら
も
投
資
家
は
相
場
の
反
転
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
積
さ
せ
て
き
て
い
た
と
い

う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

た
だ
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
投
資
尺

度
の
状
況
も
気
に
な
っ
て
く
る
。
１

月
末
に
は
日
経
平
均
の
Ｐ
Ｅ
Ｒ（
予
想

利
益
基
準
）は
18・７
倍
、
Ｐ
Ｂ
Ｒ（
同
）

は
１・２
倍
に
達
し
た
。
一
般
論
と
し

て
は
Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
必
ず
し
も
割
安
水
準

と
は
い
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
急
速
な
円
安
が
企
業
収
益
を
急

速
に
好
転
さ
せ
て
い
る
の
で
、
投
資

尺
度
の
算
出
に
使
わ
れ
る
利
益
予
想

も
日
々
変
化
し
て
お
り
、
株
価
上
昇

と
Ｐ
Ｅ
Ｒ
の
上
昇
は
比
例
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
海
外
の
主
要

国
の
株
価
も
ほ
ぼ
上
昇
基
調
に
あ
る
た

め
、
日
本
株
価
の
突
出
、
割
高
感
の

発
生
と
い
う
状
況
に
は
ま
だ
ま
だ
至

ら
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
円
相
場
、
株
価
の
動

向
に
影
響
を
与
え
そ
う
な
の
は
、
海

外
諸
国
の
反
応
、
国
内
消
費
者
の
反

応
で
あ
ろ
う
。
海
外
の
動
き
に
つ
い
て

は
、
２
月
中
旬
に
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ

る
Ｇ
20
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議

が
当
面
の
焦
点
と
な
ろ
う
が
、
日
本
の

新
た
な
経
済
政
策
と
円
安
と
の
つ
な

が
り
が
問
題
に
さ
れ
る
可
能
性
は
小

さ
い
、
日
本
へ
の
風
当
た
り
が
強
ま

る
こ
と
は
な
い
、
と
い
っ
た
観
測
が

盛
ん
に
流
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
国
内
消
費
者
は
ガ
ソ
リ
ン
や

灯
油
の
値
段
が
円
安
に
よ
っ
て
上
昇

し
て
き
た
こ
と
に
敏
感
に
反
応
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
他
の
輸

入
商
品
に
も
広
が
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
が
実
質
消
費
を
抑
制
す
る

よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
く
る
か
ど
う

か
、
目
が
離
せ
な
い
。

今
後
の
株
価
は
３
月
末
、
今
期
末

の
水
準
が
最
大
の
注
目
点
で
あ
る
。
多

く
の
企
業
の
収
益
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
資
産
評
価
に
直
結
す
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
も
期
末
の
株
価
は
ど
の
よ
う

な
波
動
を
描
い
て
期
末
に
到
達
す
る
か

で
か
な
り
左
右
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
は

株
価
の
単
な
る
変
動
だ
け
で
な
く
、
そ

の
波
動
に
も
注
意
を
払
い
た
い
。


